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ケモカイン受容体XCR1を発現する	
  
樹状細胞の動態および機能的意義	
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 　樹状細胞は⾃自然免疫と獲得免疫を連関させる免疫担当細胞として発⾒見見され、微⽣生
物感染や腫瘍に対する免疫応答に重要であると考えられている。しかしながら、⽣生
理理的な定常状態における機能的意義に関してはまだよくわかっていない。樹状細胞
は機能的特性の異異なる種々のサブセットから構成される。ケモカイン受容体XCR1
を発現する樹状細胞サブセット(XCR1+	
  樹状細胞)は、樹状細胞全体の約10％を占
めており、微⽣生物感染や腫瘍に対して細胞傷害性T細胞応答を誘導する能⼒力力(クロス
プレゼンテーション能⼒力力)が⾼高いという機能的特性が知られていたが、定常状態に
おける機能的意義は不不明であった。我々は、XCR1+	
  樹状細胞を恒常的に⽋欠損する
マウスを作成、解析することにより、XCR1+	
  樹状細胞に依存した、腸管免疫の恒
常性を制御する新規の機構を明らかにすることができた(Sci.Rep.,	
  in	
  press)。	
  	
  	
  
また、XCR1+	
  樹状細胞のin	
  vivoの動態を可視化できるユニークなマウス（XCR1-‐‑‒
Kikume	
  mice）も作成した(PNAS,	
  2016)。XCR1+	
  樹状細胞は、ヒトにも存在す
るが、ヒトXCR1+	
  樹状細胞の機能的意義については全く不不明である。	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  	
  
	
  	
  本セミナーでは、XCR1+	
  樹状細胞に関する我々の最新の知⾒見見を紹介し、マウス
を⽤用いての基礎研究に加えて、ヒトへの応⽤用についても紹介したい。	
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